
　

お

子

さ

ん

が

楽

し

め

る

水

ヨ

ー

ヨ

ー

、

ゲ

ー

ム

コ

ー

ナ

ー

、

か

き

氷

な

ど

の

出

店

を

、

保

護

者

の

皆

さ

ん

で

運

営

し

ま

す

！

　

女

性

部

に

よ

る

手

作

り

の

カ

レ

ー

も

！

　

　

　

　

　

　

【

日

時

】

８

月

17

日

（

日

）

　

　

　

　

12

時

～

17

時

　

【

場

所

】

上

釜

会

館

近

く

彩

花

さ

ん

隣

の

広

場

　

　

【

主

催

】

上

釜

町

内

会

、

上

釜

育

成

会

、

上

釜

体

育

文

化

部

　

　

　

　

　

　

　

【

問

合

せ

】

０

８

０

‐

６

０

０

７

‐

１

８

８

６

（

吉

田

）

　

大

阪

は

岸

和

田

か

ら

、

本

物

の

「

だ

ん

じ

り

」

が

や

っ

て

き

ま

す

！
　

開

成

団

地

以

外

の

方

も

ぜ

ひ

、

迫

力

の

だ

ん

じ

り

を

見

に

！

曳

き

に

！

い

ら

し

て

く

だ

さ

い

！

　

　

　

　

　

【

日

時

】

８

月

10

日

（

日

）

　

　

10

時

～

／

13

時

～

【

場

所

】

仮

設

開

成

団

地

【

主

催

】

絆

だ

ん

じ

り

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

　

　

　

　

　

【

問

合

せ

】

０

８

０

‐

１

６

８

９

‐

５

８

２

２

（

遠

藤

）

　

※

駐

車

場

が

あ

り

ま

せ

ん

の

で

、

お

車

で

の

ご

来

場

は

ご

遠

慮

く

だ

さ

い

。

　

　

◎

曳

き

手

募

集

◎

　

だ

ん

じ

り

の

曳

き

手

を

や

っ

て

み

た

い

方

（

小

学

生

以

上

）

は

、

当

日

、

午

前

の

部

は

９

時

50

分

、

午

後

の

部

は

12

時

50

分

に

、

開

成

第

13

団

地

の

駐

車

場

に

お

集

ま

り

く

だ

さ

い

。

　

復

興

公

営

住

宅

の

第

１

回

事

前

登

録

の

抽

選

が

６

月

で

完

了

し

、

全

体

の

半

分

、

約

２

０

０

０

世

帯

の

方

々

の

行

先

が

決

ま

り

ま

し

た

。

ま

だ

決

ま

っ

て

い

な

い

方

々

は

、

現

在

受

け

付

け

て

い

る

第

２

回

事

前

登

録

に

申

込

む

こ

と

が

で

き

ま

す

。

　

申

込

期

間

は

８

月

20

日

（

水

）

ま

で

。

市

役

所

３

階

、

各

総

合

支

所

の

ほ

か

、

郵

送

で

も

申

込

み

が

可

能

で

す

（

８

月

20

日

必

着

）

。

８

月

３

日

と

17

日

は

日

曜

日

で

す

が

、

市

役

所

は

休

日

開

庁

し

て

対

応

し

て

く

れ

ま

す

（

９

時

～

13

時

ま

で

）

。

　

第

１

回

事

前

登

録

で

は

、

申

込

状

況

の

公

表

を

行

い

、

変

更

期

間

を

設

け

ま

し

た

が

、

今

回

は

途

中

の

公

表

は

行

い

ま

せ

ん

。

ま

た

申

込

み

後

の

変

更

は

で

き

ま

せ

ん

の

で

、

ご

注

意

く

だ

さ

い

。

　

ま

た

、

今

回

申

込

み

を

し

な

か

っ

た

場

合

で

も

、

入

居

資

格

が

あ

れ

ば

第

３

回

事

前

登

録

（

時

期

未

定

）

に

申

込

み

が

可

能

で

す

。

　

第

１

回

事

前

登

録

申

込

み

者

で

決

定

と

な

っ

て

い

な

い

方

に

は

、

約

50

ペ

ー

ジ

の

冊

子

「

石

巻

市

復

興

公

営

住

宅

事

前

登

録

の

ご

案

内

　

第

２

回

登

録

版

」

が

送

付

さ

れ

て

い

ま

す

。

手

元

に

届

い

て

い

な

い

方

は

、

事

前

登

録

相

談

窓

口

に

連

絡

し

ま

し

ょ

う

。

　

ま

た

、

諸

事

情

に

よ

り

第

１

回

事

前

登

録

に

申

込

み

を

し

て

い

な

い

方

で

、

「

や

っ

ぱ

り

復

興

公

営

住

宅

に

申

込

み

た

い

」

と

い

う

方

も

、

今

か

ら

で

も

申

込

み

は

可

能

で

す

の

で

、

至

急

冊

子

を

入

手

し

ま

し

ょ

う

。

　

な

お

、

市

役

所

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

も

冊

子

の

Ｐ

Ｄ

Ｆ

が

公

開

さ

れ

て

い

ま

す

。

　

今

回

応

募

で

き

る

の

は

、

第

１

回

で

決

定

し

な

か

っ

た

34

団

地

８

２

６

戸

に

加

え

、

新

規

で

計

画

が

発

表

さ

れ

た

３

団

地

（

中

央

一

丁

目

東

、

中

央

一

丁

目

南

、

立

町

二

丁

目

）

１

１

０

戸

に

な

り

ま

す

。

　

　

・

・

・

・

・

　

皆

さ

ま

の

今

後

の

行

先

が

早

く

決

ま

り

、

安

心

し

て

生

活

再

建

の

一

歩

を

踏

み

出

す

こ

と

が

で

き

ま

す

よ

う

に

。

　

　

　

　

　

　

（

ピ

ー

ス

ボ

ー

ト
　

あ

き

）

　

ひ

た

か

み

太

鼓

の

演

奏

や

盆

踊

り

、

打

ち

上

げ

花

火

も

あ

り

ま

す

！
　

　

　

【

日

時

】

８

月

10

日

（

日

）

　

　

　

　

16

時

～

20

時

　

【

場

所

】

石

巻

市

民

開

館

管

理

棟

広

場

　

　

　

　

　

【

主

催

】

不

動

町

町

内

会

【

問

合

せ

】

０

２

２

５

‐

９

３

‐

７

８

５

８

（

大

崎

）
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本
紙
は
、ピ
ー
ス
ボ
ー

ト
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
が
、石
巻
市

内
の
仮
設
住
宅
に
向
け

て
発
行
・
配
布
す
る
無

料
情
報
紙
で
す
。

毎
月
10
日
、25
日
発
行
。

●
復
興
公
営
住
宅

　
　
　
事
前
登
録
相
談
窓
口

  

石
巻
市
役
所
３
階

  

平
日
９
～
17
時

  

０
２
２
５-

９
０-

８
０
４
１

  

０
２
２
５-

９
０-

８
０
４
２

第

２

回

だ

ん

じ

り

祭

り

第

２

回

だ

ん

じ

り

祭

り

第

２

回

だ

ん

じ

り

祭

り

第

２

回

だ

ん

じ

り

祭

り

第

２

回

だ

ん

じ

り

祭

り

第

２

回

だ

ん

じ

り

祭

り

第

２

回

だ

ん

じ

り

祭

り

第

２

回

だ

ん

じ

り

祭

り

第

２

回

だ

ん

じ

り

祭

り

第

２

回

だ

ん

じ

り

祭

り

第

２

回

だ

ん

じ

り

祭

り

第

２

回

だ

ん

じ

り

祭

り

第

２

回

だ

ん

じ

り

祭

り

第

２

回

だ

ん

じ

り

祭

り

第

２

回

だ

ん

じ

り

祭

り

第

２

回

だ

ん

じ

り

祭

り

第

２

回

だ

ん

じ

り

祭

り

第

２

回

だ

ん

じ

り

祭

り

第

２

回

だ

ん

じ

り

祭

り

第

２

回

だ

ん

じ

り

祭

り

第

２

回

だ

ん

じ

り

祭

り

第

２

回

だ

ん

じ

り

祭

り

第

２

回

だ

ん

じ

り

祭

り

第

２

回

だ

ん

じ

り

祭

り

第

２

回

だ

ん

じ

り

祭

り

上

釜

夏

祭

り

上

釜

夏

祭

り

上

釜

夏

祭

り

上

釜

夏

祭

り

上

釜

夏

祭

り

上

釜

夏

祭

り

上

釜

夏

祭

り

上

釜

夏

祭

り

上

釜

夏

祭

り

上

釜

夏

祭

り

上

釜

夏

祭

り

上

釜

夏

祭

り

上

釜

夏

祭

り

上

釜

夏

祭

り

上

釜

夏

祭

り

上

釜

夏

祭

り

上

釜

夏

祭

り

上

釜

夏

祭

り

上

釜

夏

祭

り

上

釜

夏

祭

り

上

釜

夏

祭

り

上

釜

夏

祭

り

上

釜

夏

祭

り

上

釜

夏

祭

り

上

釜

夏

祭

り

復
興
公
営
住
宅

復
興
公
営
住
宅

復
興
公
営
住
宅

復
興
公
営
住
宅

復
興
公
営
住
宅

復
興
公
営
住
宅

復
興
公
営
住
宅

復
興
公
営
住
宅

復
興
公
営
住
宅

復
興
公
営
住
宅

復
興
公
営
住
宅

復
興
公
営
住
宅

復
興
公
営
住
宅

復
興
公
営
住
宅

復
興
公
営
住
宅

復
興
公
営
住
宅

復
興
公
営
住
宅

復
興
公
営
住
宅

復
興
公
営
住
宅

復
興
公
営
住
宅

復
興
公
営
住
宅

復
興
公
営
住
宅

復
興
公
営
住
宅

復
興
公
営
住
宅

復
興
公
営
住
宅

第
２
回
事
前
登
録
受
付
中
！
　
　

不

動

町

夏

祭

り

不

動

町

夏

祭

り

不

動

町

夏

祭

り

不

動

町

夏

祭

り

不

動

町

夏

祭

り

不

動

町

夏

祭

り

不

動

町

夏

祭

り

不

動

町

夏

祭

り

不

動

町

夏

祭

り

不

動

町

夏

祭

り

不

動

町

夏

祭

り

不

動

町

夏

祭

り

不

動

町

夏

祭

り

不

動

町

夏

祭

り

不

動

町

夏

祭

り

不

動

町

夏

祭

り

不

動

町

夏

祭

り

不

動

町

夏

祭

り

不

動

町

夏

祭

り

不

動

町

夏

祭

り

不

動

町

夏

祭

り

不

動

町

夏

祭

り

不

動

町

夏

祭

り

不

動

町

夏

祭

り

不

動

町

夏

祭

り

第
２
回
事
前
登
録
が

　
始
ま
り
ま
し
た
！

冊
子
は
届
い
て
い
ま
す
か
？

新
規
の
募
集
も
開
始



　

仮

設

き

ず

な

新

聞

編

集

部

に

よ

る

神

戸

訪

問

学

習

の

初

日

、

神

戸

市

灘

地

区

に

あ

る

「

人

と

防

災

未

来

セ

ン

タ

ー

」

を

訪

れ

ま

し

た

。

人

と

防

災

未

来

セ

ン

タ

ー

は

阪

神

・

淡

路

大

震

災

の

経

験

と

教

訓

を

後

世

に

継

承

し

、

国

内

外

の

災

害

に

よ

る

被

害

の

軽

減

に

貢

献

す

る

施

設

で

、

防

災

・

減

災

に

関

す

る

様

々

な

情

報

を

発

信

し

て

い

ま

す

。

　

私

た

ち

は

ま

ず

、

津

久

井

幸

子

さ

ん

（

85

）

の

震

災

語

り

部

を

聞

き

ま

し

た

。

六

甲

駅

近

く

の

自

宅

で

被

災

し

た

津

久

井

さ

ん

。

築

50

年

の

木

造

家

屋

の

２

階

で

寝

て

い

た

と

こ

ろ

、

激

震

に

襲

わ

れ

、

家

が

傾

き

倒

れ

て

、

一

瞬

の

う

ち

に

生

き

埋

め

と

な

り

ま

し

た

。

苦

し

さ

で

目

が

覚

め

、

身

動

き

で

き

な

い

状

況

で

、

体

力

温

存

の

た

め

何

度

か

に

分

け

て

助

け

を

呼

び

ま

し

た

が

、

反

応

は

あ

り

ま

せ

ん

。

「

こ

れ

が

最

後

」

と

思

っ

て

叫

ん

だ

と

き

、

「

今

、

行

っ

て

あ

げ

る

！

」

と

い

う

声

が

か

す

か

に

聞

こ

え

ま

し

た

。

　

生

き

埋

め

に

な

っ

て

い

る

間

、

ご

主

人

の

こ

と

は

念

頭

に

な

く

、

学

徒

動

員

し

た

終

戦

末

期

の

爆

撃

の

こ

と

を

思

い

出

し

た

り

し

な

が

ら

、「

必

ず

助

け

が

来

る

」

と

信

じ

て

待

っ

て

い

た

そ

う

で

す

。

ご

主

人

は

津

久

井

さ

ん

よ

り

先

に

無

傷

で

救

出

さ

れ

ま

し

た

。

　

津

久

井

さ

ん

は

頭

や

体

中

を

打

っ

て

、

立

ち

上

が

る

こ

と

も

で

き

な

い

状

態

で

、

病

院

に

入

院

し

ま

し

た

。

退

院

後

、

友

人

宅

や

千

葉

の

娘

さ

ん

宅

へ

し

ば

ら

く

避

難

し

ま

し

た

が

、

１

ヶ

月

後

に

神

戸

に

戻

っ

て

き

ま

し

た

。

そ

の

間

、

多

く

の

人

た

ち

か

ら

支

援

を

受

け

ま

し

た

。

特

に

隣

近

所

や

友

人

ら

に

助

け

ら

れ

、

日

頃

の

お

付

き

合

い

が

い

か

に

大

切

か

、

人

は

一

人

で

は

生

き

て

い

け

な

い

と

い

う

こ

と

を

痛

感

し

た

そ

う

で

す

。

　

そ

の

後

、

津

久

井

さ

ん

は

環

境

の

変

化

か

ら

「

う

つ

」

に

な

っ

て

し

ま

い

ま

し

た

。

も

と

の

身

体

に

戻

る

ま

で

に

５

年

の

歳

月

を

要

し

た

と

い

い

ま

す

。

震

災

と

い

う

経

験

は

、

そ

れ

ほ

ど

ま

で

に

大

き

か

っ

た

の

で

し

ょ

う

。

仕

事

や

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

を

通

じ

て

人

と

話

す

こ

と

が

癒

し

と

な

り

、

乗

り

越

え

る

こ

と

が

で

き

た

と

お

話

し

さ

れ

て

い

ま

し

た

。

　

最

後

に

、

津

久

井

さ

ん

な

り

の

震

災

の

教

訓

を

伺

い

ま

し

た

。

命

の

次

に

大

事

な

物

は

水

で

あ

る

こ

と

、

耐

震

補

強

工

事

や

家

具

の

固

定

の

重

要

性

と

効

果

、

室

内

の

荷

物

は

可

能

な

限

り

少

な

く

す

る

こ

と

、

支

援

物

資

で

衣

料

品

は

手

に

入

り

や

す

い

一

方

、

靴

は

な

か

な

か

手

に

入

ら

な

い

こ

と

、

高

齢

に

な

っ

て

か

ら

の

災

害

は

お

金

が

か

か

る

の

で

若

い

頃

か

ら

無

駄

使

い

し

な

い

こ

と

な

ど

、

津

久

井

さ

ん

の

実

感

の

こ

も

っ

た

教

訓

で

し

た

。

津

久

井

さ

ん

が

語

り

部

を

始

め

て

10

年

。

こ

れ

か

ら

も

命

の

大

切

さ

や

隣

近

所

と

の

助

け

合

い

の

重

要

性

を

若

い

世

代

に

伝

え

て

い

き

た

い

と

語

っ

て

い

ら

っ

し

ゃ

い

ま

し

た

。

　

「

い

つ

か

」

で

は

な

く

「

い

つ

で

も

」

起

こ

る

可

能

性

の

あ

る

自

然

災

害

は

、

防

ぐ

こ

と

が

で

き

ま

せ

ん

。

だ

か

ら

こ

そ

、「

防

災

」

で

は

な

く

、

日

頃

か

ら

の

備

え

に

よ

っ

て

受

け

る

被

害

を

減

ら

す

「

減

災

」

が

重

要

で

す

。

一

人

ひ

と

り

が

災

害

へ

の

意

識

を

持

ち

、

行

動

す

る

こ

と

、

実

践

す

る

こ

と

が

必

要

だ

と

、

津

久

井

さ

ん

の

お

話

し

を

伺

っ

て

実

感

し

ま

し

た

。

　

私

自

身

、

今

後

も

、

広

域

連

携

に

よ

る

持

続

的

支

援

体

制

の

構

築

と

災

害

文

化

の

確

立

・

伝

承

、

そ

し

て

こ

れ

か

ら

災

害

が

起

こ

る

で

あ

ろ

う

他

地

域

へ

の

教

訓

と

し

て

、

過

去

の

災

害

を

謙

虚

に

学

び

つ

つ

、

東

日

本

大

震

災

を

後

世

ま

で

語

り

継

い

で

い

こ

う

と

、

決

意

を

新

た

に

し

ま

し

た

。

（

文

：

門

間

　

光

紀

…

ま

ち

づ

く

り

Ｎ

Ｐ

Ｏ

げ

ん

き

宮

城

研

究

所

事

務

局

長

、

み

ち

の

く

八

雲

会

主

宰

、

東

松

島

市

野

蒜

の

実

家

流

出

、

仙

台

市

在

住

、

鰐

陵

37

回

生

）
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<
阪
神
・淡
路
か
ら
20
年>

過
去
か
ら
学
び
、未
来
を
つ
く
る
②

被災した自宅の写真を見せながら

自身の体験を話す津久井幸子さん



　
台
風
が
過
ぎ
、
気
温
が

夏
ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
ね
。
仮
設
団
地
か
ら
も

夏
祭
り
の
話
題
が
聞
こ
え

て
き
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
あ
る
団
地
で
倒

れ
た
方
が
い
た
際
、
緊
急

連
絡
先
が
分
か
ら
ず
、
自

治
会
長
さ
ん
が
救
急
搬
送

に
付
き
添
っ
て
夜
中
の
３

時
ま
で
対
応
し
た
そ
う
で

す
。
こ
の
事
例
を
受
け
、

自
治
連
で
も

「な
ん
ら
か

の
形
で
緊
急
連
絡
先
が
分

か
る
よ
う
に
で
き
な
い

か
」
と
議
論
し
た
結
果
、

『
あ
ん
し
ん
カ
ー
ド
』
の

普
及
を
推
進
し
よ
う
、
と

の
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

　
あ
ん
し
ん
カ
ー
ド
と

は
、
高
齢
者
世
帯
や
障
が

い
者
の
方
な
ど
の
万
が

一

に
備
え
、
か
か
り
つ
け
の

病
院
や
緊
急
連
絡
先
等
を

記
入
し
て
冷
蔵
庫
に
入
れ

て
お
き
、
発
見
者
や
救
急

隊
員
が
迅
速
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
カ

ー
ド
で
す
。
す
で
に
準
備

さ
れ
て
い
る
方
は
、
緊
急

連
絡
先
な
ど
の
情
報
に
変

更
が
な
い
か
、
空
欄
に
な

っ
て
い
な
い
か
、
い
ま

一

度
ご
確
認
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
あ
ん
し
ん
カ
ー
ド
を
も

ら
っ
て
い
な
い
ご
家
庭
に

つ
い
て
も
、
昼
間
は
高
齢

者
１
人
で
緊
急
時
の
対
応

が
心
配
で
は
な
い
か
、
な

ど
考
え
て
い
た
だ
き
、
必

要
な
際
は
社
協
の
生
活
支

援
員
さ
ん
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
何
か
あ
っ
た
と

き
、
周
囲
の
方
々
に
助
け

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
ぜ

ひ
事
前
の
備
え
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　

（自
治
連
　
け
ん
た
ろ
う
）

　
生
活
習
慣
病
と
は
、
偏

っ
た
食
生
活
や
運
動
不

足
、
ス
ト
レ
ス
、
喫
煙
な

ど
、
毎
日
の
好
ま
し
く
な

い
生
活
習
慣
の
積
み
重
ね

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
病
気
の
総
称
で
す
。
高

血
圧

・
脂
質
異
常
症

（高

脂
血
症
）

・
糖
尿
病

・
肥

満
・脳
卒
中
な
ど
が
あ
り
、

日
本
人
の
約
３
分
の
２
が

こ
れ
ら
の
病
気
で
亡
く
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
生
活
習
慣
の
積

み
重
ね
が
、
発
症
や
病
状

の
進
行
に
影
響

し
ま
す
。
健
康

で
元
気
な
身
体

を
維
持
す
る
た
め
に
、
ま

ず
自
分
の
生
活
習
慣
を
見

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
①
適
度
な
運
動
。
ま
ず

は
今
よ
り
も
10
分
多
く
身

体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　
②
塩
分
控
え
め
。
し
っ

か
り
し
た
味
付
け
は
１
品

だ
け
に
し
て
、
な
る
べ
く

塩
を
使
わ
な
い
よ
う
に
。

　
③
脂
っ
ぽ
い
食
事
を
避

け
、
肉
よ
り
も
魚
や
野
菜

を
摂
る
。
外
食
や
市
販
の

総
菜
は
、
油
が
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。揚
げ
物
（天

ぷ
ら
な
ど
）
は
少
な
め
に
。

　
④
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど

に
。
適
量
と
言
わ
れ
る
お

酒
の
目
安
は
、
ビ
ー
ル
中

ビ
ン
１
本
、
日
本
酒
１
合
、

ワ
イ
ン
２
杯
で
す
。
週
１

日
は
休
肝
日
を
作
り
ま
し

ょ
う
。

　
⑤
規
則
正
し
い
睡
眠

で
、
休
養
し
ま
し
ょ
う
。

十
分
な
睡
眠
は
身
体
の
疲

労
を
回
復
さ
せ
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　
☆
毎
日
の
　

生
活
見
直
し
　

み
な
元
気
！
☆

（看
護
師
　
竹

富
島
の
坂
田
）

　
今
年
４
月
、
渡
波
の
お

母
さ
ん
た
ち
が
切
り
盛
り

す
る

『
ワ
タ
マ
マ
食
堂
』

が
再
オ
ー
プ
ン
を
果
た
し

た
。
『
ワ
タ
マ
マ
食
堂
』
は
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
お
弁

当
を
配
達
し
な
が
ら
、
健

康
管
理
と
安
否
確
認
を
行

な
っ
て
い
る
。
店
は
渡
波

エ
リ
ア
の
幸
町
に
位
置

し
、
目
印
は
ニ
ッ
コ
リ
笑

っ
た

ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
看

板
。
も
ち
ろ
ん
、
店
内
に
も

ロ
ゴ
に
負
け
な
い
お
母
さ

ん
た
ち
の
笑
顔
が
溢
れ
て

い
る
。

　
山
形
県
出
身
の
代
表

・

菅
野
芳
春
さ
ん
は
、
震
災

後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
渡

波
小
で
の
炊
き
出
し
に
参

加
し
た
。
「震
災
で
家
族
や

家
、財
産
な
ど
を
奪
わ
れ
、

生
き
る
目
的
を
失
っ
た
人

も
多
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
働
く
場
所
を
作
り
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
も
ら

い
た
か
っ
た
ん
で
す
」

　
菅
野
さ
ん
は
、
炊
き
出

し
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
集
い
、
自
立
支
援
を
行

な
っ
た
。
約
半
年
で
、
計
20

人
を
雇
用
し
た
が
、
そ
れ

が
思
わ
ぬ
効
果
を
生
ん

だ
。
「働
い

た
人
が
避

難
所
に
帰

る
と
、
仕

事
の
こ
と
を
明
る
く
話
し

出
す
。
そ
れ
を
見
た
人
が
、

自
分
も
働
い
て
み
よ
う
か

と
行
動
を
起
こ
す
。
そ
ん

な
う
れ
し
い
連
鎖
が
広
が

っ
て
い
っ
た
ん
で
す
」

　
渡
波
で
暮
ら
す
店
長
の

日
妻
た
み
子
さ
ん
は
、

「
『
お
い
し
い
』
と
言
っ

て
く
れ
る
と
私
も
う
れ
し

い
で
す
。
仕
事
は
、
今
後

の
た
め
の
収
入
源
で
も
あ

り
ま
す
が
、
少
し
で
も
皆

さ
ん
の
た
め
に
な
っ
て
い

る
と
思
う
と
、
や
り
が
い

も
大
き
い
で
す
」と
話
す
。

　
そ
の
後
、
避
難
所
の
閉

所
と
共
に

一
旦
解
散
。
元

々
ラ
ー
メ
ン
屋
だ
っ
た
店

を
借
り
、

『
ワ
タ
マ
マ
食

堂
』
と
し
て
本
格
的
に
店

を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
６
人

体
制
で
、
多
い
日
に
は
３

０
０
個
の
お
弁
当
が
売
れ

る
人
気
ぶ
り
だ
っ
た
。
し

か
し
、
店
舗
解
体
に
伴
い

閉
店
。
２
年
を
経
て
、
こ

の
度
、
再
オ
ー
プ
ン
を
果

た
し
た
。

「再
オ
ー
プ
ン

に
向
け
た
準
備
は
大
変
で

し
た
。
正
直
、
諦
め
か
け

た
と
き
も
あ
っ
た
ほ
ど
。

で
も
、
以
前
う
ち
の
お
弁

当
を
食
べ
て
く
れ
た
方

が
、
会
う
度
に

『
い
つ
再

開
す
る
の
？
』

『
ワ
タ
マ

マ
さ
ん
の
お
弁
当
を
早
く

食
べ
た
い
』
と
、
声
を
か

け
て
く
れ
た
ん
で
す
。
待

っ
て
い
て
く
れ
る
人
が
い

た
お
か
げ
で
、
こ
こ
ま
で

た
ど
り
着
け
ま
し
た
」

　
お
弁
当
は
、
主
菜
と
５

～
６
品
の
副
菜
が
つ
い
た

日
替
わ
り
弁
当

（４
０
０

円
）。
主
菜
は
も
ち
ろ
ん
、

副
菜
を
食
べ
て
も
、

「お

い
し
い
」
と
思
わ
ず
笑
み

が
こ
ぼ
れ
る
。
丁
寧
に
作

る
渡
波
の
お
母
さ
ん
た
ち

の
ま
ご
こ
ろ
を
感
じ
な
が

ら
、
温
か
い
気
持
ち
に
な

れ
る
お
弁
当
だ
。
　
　
　

（ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
　
ゆ
な
）
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地
域
の
お
母
さ
ん
達
に
働
く
生
き
が
い
を
　

◆
ワ
タ
マ
マ
食
堂
　
　
　

【所
在
地
】
幸
町
２
‐
３

【
Ｔ
Ｅ
Ｌ
】
０
８
０
‐
３

３
２
０
‐
１
４
７
８
　
　

【営
業
時
間
】
８
～
17
時

【定
休
日
】
無
休
　
　
　

※
店
内
で
の
飲
食
も
可
。

※
お
弁
当
の
配
達
は
ひ
と

つ
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま

す
（配
達
注
文
は
、
当
日

～
10
時
）
。
渡
波
・
湊
・

魚
町
・
井
内
を
中
心
に
配

達
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

他
の
エ
リ
ア
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。




